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※最終ページに「第１７回 AA 日本全国評議会を終えて」を掲載いたしました。 

 

小冊子「酒にとらわれた日々」が発売されました。 
頒布価格：４００円 

 矯正施設入所経験者５名による体験集で

す。矯正施設へのメッセージ活動や、関係機

関への広報活動にお役立てください。もちろ

ん、矯正施設とは関係ないアルコホーリクに

とっても、力強いメッセージとなることはま

ちがいありません。 

 発売に合わせて、Ａ類常任理事藤岡先生が

販促用に書かれたものがあります。次に転用

いたしますので、どうぞお読みください。 
 

 
「酒にとらわれた日々」 
飲酒と受刑という二重のスティグマから回復した人々の物語 

大阪大学大学院 人間科学研究科 
 教授 藤岡淳子 

 
１ 犯罪の背景に飲酒あり？ ～依存症としての飲酒 
 近年では、刑務所の中でも種々の特別改善指導が行われるよ

うになり、矯正教育が再犯の防止と受刑者の社会復帰に果たす

役割が期待されるようになっている。刑務官による生活指導と

作業という伝統的な方法に加え、特定の行動変化のための構造

化された教育プログラムが行われるようになったことは、画期

的なことである。ただ、一つ疑問に思うことは、特別改善指導

に「断酒」プログラムが含まれていないことである。覚せい剤

離脱指導は、第１番目に入っているのに……。覚せい剤使用は、

それ自体が違法であるが、飲酒は合法であること、そして、日

本の文化は比較的飲酒とその際の「非日常的行動」に寛容であ

るということがあるのかもしれない。 
 しかし実際には、アルコール自体は合法であるとしても、犯

罪行為の背景にアルコール依存の問題があることは、しばしば

認められる。川島と小林（２０１０）によれば、「多量飲酒は

犯罪原因の一つであり、多量飲酒者はそうでない者に比して、

犯罪を繰り返しやすい」。交通関係受刑者のみならず、暴力や

窃盗・無銭飲食などの財産犯、そして性犯罪などの背景にアル

コールの問題があることは矯正職員にはよく知られているこ

とであろう。犯罪のみならず、アルコール依存は、生活困窮や

家庭の崩壊、そして身体的病気などとも関連がある。生き方自

体が「どつぼ」にはまっていき、犯罪もその一つとして表れて

いると考えてもよいかもしれない。 
 アルコールであろうと覚せい剤であろうと、物質依存症とい

う病であることには変わりはない。傍から見てどうであろうと、

本人にとっては、飲酒にはそれなりのメリットがあり、「やめ

ろ」と言われても、内心は、やめる気はさらさらない、あるい

はやめたい気持ちがあっても、やめられないということになる。

その上、実際に教育を実施してみると、飲酒問題は、覚せい剤

より厄介であると感じることがある。本人の心構えが、「節酒」

に留まり、「断酒」の心構えがなかなかできないのである。飲

酒自体は合法なだけに、問題を認めないという否認の構えが覚

せい剤以上に強固であるように思える。しかし、常人にとって

は、百薬の長である一杯が、アルコール依存症者には連続飲酒

の引き金として、看過できない赤信号であることは言うまでも

ない。依存症にとっては、「やめる」ことは刑務所に入れば可

能であるが、社会に出た時に「やめ続ける」にはそれなりの覚

悟と努力と支えが不可欠であることは言うまでもない。 
 
２ アルコール依存と受刑からの「回復の物語」の持つ意味 
 「アルコールの問題にきちんと目を向けること」、その最初

の一歩にとって、アルコール依存から回復した人たちの体験談

ほど有効なものはない。そうした体験談は、いくつかの書籍や

冊子で読むことができる。ところが、アルコール＋受刑となる

と、まとめて読むのが難しかった。受刑というのは、アルコー

ル以上にスティグマ（否定的烙印）となりうる。受刑を知られ

ると、「（元）犯罪者」というレッテルだけで見られてしまい、

その人自身を見てもらえなくなる危険性があるからであろう。

そしてさらに恐ろしいのは、人は容易に他からの烙印を受け入

れ、「自分は犯罪者（あるいはアル中）」と思いこんでしまうこ

とである。 
 この小冊子「酒にとらわれた日々」には、受刑経験のある、

５人のアルコール依存から回復した人々の物語が掲載されて

いる。彼らは、自分と他のアルコール依存症者の回復のために、

自らの回復の物語を語っている。そうした物語の有効性の要諦

（ようてい）は、読む人の「共感」にある。ここには、共通項

としての飲酒と受刑以外は、さまざまな人々がいる。非当事者

にとっては、ただの「お話し」にすぎないかもしれないが、自

分と似た物語をそこに見つけた当事者への影響力は極めて大

きい。自分一人と思い、胸の奥底に抱えたまま封印していたこ

とがらを、見直す契機となりうる。そして、この物語の匿名の

主人公たちは、どん底から回復している！これにまさる希望は

あり得るであろうか？回復の物語は、その前の苦難とセットに

なって初めて効果を発揮する。 
 幸いなことに、物質依存症からの回復のための道筋は、この

３０，４０年間でかなりはっきり見えてきた。まだまだ大雑把

ではあるが、どっちの方向へ行けばよいという地図はできてき

たのである。道はあるとはいうものの、依存症からの回復は、

短期間で一直線に達成できるわけでは決してない。回復には、

責任ある行動、仕事、よい人間関係といった、社会的に受け入

れられる役割を積極的に手に入れ、スティグマに大きな顔をさ

せないように、あらたな自分自身を作っていく必要があるから

である。あらたな自分の物語を作るには、過去の出来事と体験

を見直し、語り直し、新たな意味の中に統合していく必要があ

る。刑務所での教育は、この道のりを始めるのには、ぴったり

の機会である。しかし、この道が行きつく先は、社会の中にあ

る。どのような高齢期をすごすのかは、その前の生活の仕方が
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決めると言う。社会内での回復の鍵は、刑務所での過ごし方に

あると言っても過言ではなかろう。 
 回復に有効な柱の一つが、ＡＡを始めとする「自助グループ」

である。日本にもたくさんのＡＡグループが存在し、毎日どこ

かしらでミーティングを開いている。社会に出て、ミーティン

グに参加しようと思えば、参加でき、新たな人間関係も築ける。

新たな自分を確立していくには、またとない仕組みである。実

際に回復の道を歩き続けるのは本人であるが、支援者としては、

こういう地図があるよ、方法があるよ、ちゃんと回復できるよ、

ということを示す材料を提示することは、簡単にでき、かつ有

効なことであろう。 
 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
各地域より 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
ＡＡ沖縄地区迎春の集いを終えて 

実行委員長 たか 
日程 ２０１２年１月２日 

場所 沖縄市美里 中部福祉保健所 

 

沖縄地区迎春の集いは毎年恒例になっています。僕自身も沖

縄のＡＡで酒を飲まなくなって以来、毎年参加しています。今

年は初めて一日を通して参加しました。最初は実行委員長だか

ら仕方なく、という気持ちも正直なところありました。しかし、

終わる頃には… 
この集いは、それほど大きなイベントではありません。それ

にしても、集合時間になっても人がまばらで少し心配になりま

した。しかし、だんだんと人数も集まり開始時間には始める事

ができました。そして、最後まで終えたときの達成感と仲間と

の一体感はとてもいいものでした。参加人数は６０人で県外か

らの仲間の参加もあり、例年よりも活気が出てきているように

感じます。今年のテーマは「新しい生き方」で、仲間の話の中

から希望を持つ事ができたように思います。 
昔の僕は人の話に合わせて頷くことはできても、本当の意味

で相手の気持ちをわかる事はできませんでした。それに、ＡＡ

に来たばかりの頃もミーティングではみんな昔の辛い話ばか

りして、これが何の役に立つのか、と思っていたものです。仲

間の辛い過去の話を聞いて共感し、そこから何かが貰えると思

えるようになったのは、今までにない全く新しい生き方ができ

るようになったからだと思います。この生き方ができるように

なったのは僕一人の力ではなく、一緒に歩いてきてくれた仲間、

スポンサー、そしてＡＡプログラムのおかげだと感じています。

元々こういうことを言うような柄ではなかったのですが、今で

は本当にそう思えるようになりました。仲間の話が聞けるよう

になりフェローシップの中に入れたのです。このフェローシッ

プが僕にとって飲まないでいる為には大切なもので、最近にな

ってそのフェローシップの為に自分も何かしたい、と思うよう

になりました。沖縄にＡＡのフェローシップがあったからこそ、

今でもお酒を飲まないで生きることができています。 
今年は沖縄にＡＡが伝えられて２５年という節目の年です。

そこで、１０月の２０、２１日で２５周年の記念イベントを開

催する事になり、僕も実行委員の一員として関わらせてもらう

事になりました。 
開催場所は数々のリゾートホテルが立ち並ぶ本島西海岸恩

納村のモリマーリゾートで、目の前にビーチが広がる最高のロ

ケーションです。そんなホテルだと宿泊費が高いと思われそう

ですが、宿泊費、バーベキュー、朝食、参加費込みで、８,００

０円前後になる予定です。これから話し合って決めなければな

らない事もたくさんあり大変だと思いますが、県外からの仲間

にも参加して楽しんでいただきたい、沖縄のＡＡが活性化して

ほしい、という委員会みんなの思いです。なので、イベントに

向けて頑張って取り組んでいきたいと思います。沖縄は離島な

ので、他の県の仲間と交流する機会が少ないのが現状です。今

回のイベントがたくさんの仲間と知り合う機会になればと思

います。ぜひ沖縄にも希望のメッセージを！みなさんの参加を

お待ちしております。 
 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
第２６回ＡＡ関西迎春ワークショップを終えて 

実行委員長 豊次 

日程 ２０１１年１２月３１日～２０１２年１月２日 

場所 京都府亀岡市 太田保育園 

テーマ 『見つかった居場所-分かち合おう、苦しみも喜びも』 

 昨年の１２月３１日から今年の１月２日にかけて、ＡＡ関西

の迎春ワークショップが京都府亀岡市の私立太田保育園で開

催されました。前回にひきつづき２回目の当地での開催になり

ました。２０１１年の６月頃に、前回の実行委メンバーからそ

ろそろ起ち上げないといけないね、という提案があり準備会を

持ち、第１回実行委員会を起ち上げ、開催場所の選定から始め

ました。 

 開催場所については、大阪府内のユースホステルや公共の施

設などいくつかの案があがりましたが、参加者がゆっくりとく

つろぐことができ、なおかつ食事について自前のメニューが用

意できることなどを勘案して、当保育園で開催したいというこ

とになりました。保育園は、迎春ワークショップ開催期間は年

末年始で休園となることもあり、快く私達に貸してくれること

になりました。 

 前回、『みんなが、主役』というテーマで手作りの迎春ワー

クショップを開催し、そのうえに立って今回『見つかった居場

所』＝分かち合おう、苦しみも喜びも＝というテーマになりま

した。 

 その後、十数回の実行委員会を重ねてきましたが、その多く

がプログラムやミーティングについてはもとより、入浴場所の

確保についてであったり、調理用具や食事後のゴミ処理方法に

ついてであったり、特に冬場の寒い時期の寝具をどう確保する

かなど、数十名の参加者の３日間の生活をどのように支えるか

ということも、大きな課題でした。 

 特に、風呂については屋外の施設を利用することになり、場

所や送迎についてのかなりの討議を重ねましたが、仲間の協力

を得て無事送迎を果たすことができました。 

 当日までの準備として、１２月２９日には、餅米や餅つき道

具の運び込み、寝具５０組の受け入れ。３０日には寝具の各部

屋への運び入れ、関西セントラルオフィスから園への調理器具

や各種用品の運搬、食材の買い出し、掲示物、受付、２４時間

ルームの設営など開会に向けた準備が整って行きました。ＡＡ

メンバーの手際よい段取りには、いつものことですが驚かされ

ます。 

 ３１日昼頃、餅つきが始まりました。手慣れた仲間・初参加

の仲間も一堂に会して楽しみ、その場で丸めたお餅をいただく

ことになりました。１２月の中頃までは、参加申し込みの出足

も悪く、直前までかなり気をもんでいましたが、最終的には約

５０名が宿泊することになり、安堵することができました。 
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 当日１７時からのオープニング・セレモニーには、遠方横浜

や愛知、島根の仲間の参加や、迎春には必ず参加してきたとい

う関西の仲間の自己紹介もあり、ほんとうに心強く思いました。 

 賑やかだった年越しミーティング、カルタやしりとり・ビン

ゴなどのレクレーション、近くの神社まで田園風景のなかを歩

いた初詣の散策、数々のミーティングなど盛りだくさんのプロ

グラムを用意しましたが、それぞれの参加者が自分なりの思い

を込めてそれぞれのメニューに対応していってくれたのでは

ないかと思っています。炊事班が用意してくれた海鮮鍋やスキ

ヤキの夕食、年越しそば、朝のお雑煮とおせちなど手作りの料

理も十分堪能しました。 

 １月２日、最終日には朝食後、参加者全員で各部屋の後かた

づけ、トイレやホールなど使った場所の大掃除を行い、もとの

状態にもどして保育園にお返しすることができました。 

 実行委員メンバー一同、皆さんの御協力に感謝！感謝！です。 

山々に囲まれた田園風景の中で過ごした３日間、テーマにふさ

わしワークショップになったのではないかと感じています。 

 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
関東甲信越ラウンドアップ in 箱根 

実行委員長 りりぃ 

日程 ２０１１年１１月４日～６日 

場所 神奈川県足柄下郡箱根町 箱根高原ホテル 

テーマ 『湘南発・・・真心のせて箱根ゆき』 

 神奈川湘南地区主催のラウンドアップは紅葉シーズンの箱

根で開催されました。参加者はのべ３００名近くになり、大き

な事故やトラブルもなく無事に終えることができて心からほ

っとしています。 

 ラウンドアップ開催にあたっては地区委員会で何度も話し

合われました。いざ開催が決まっても一体どれだけの仲間が実

行委員として関わってくれるのか、本当に大丈夫だろか、とい

う心配を抱えながらのスタートでした。でも仲間の輝いた顔を

見ていたらそんな心配は無用でした。 

 さて、箱根ラウンドアップのコンセプトは「地区全体が参加

の手作りラウンドアップ」「真心のこもったサービス」。そこで

記念品のブックカバーを３００個手作りで作成するという暴

挙（？）を思いつき力を合わせて完成。ここから一気に仲間の

力が集まり始めました。またラウンドアップにはつきもののラ

ッフルも今回はやらないことにし、代わりに手作りのクイズ大

会を企画。ご当地クイズや AA クイズの問題を知恵を出し合っ

て作りました。他にも各種ミーティングや関係者の話、ハイキ

ング、体育館での企画など、少しずつ形になっていくラウンド

アップに期待や不安、時にはちゃぶ台をひっくり返すような議

論を重ねながら、当日を迎えることになりました。 

 当日はホテル自慢の温泉と予想以上の豪華な食事に実行委

員も満足いっぱい。帰っていく仲間の笑顔に随分と力をもらい

ました。 

 とはいえ私は「ラウンドアップが終わったら湘南地区抜けて

やる！」「ハイヤーパワーなんかどこにもいないじゃないか

っ！」とヤケクソになること数知れず。それでも「絶対力にな

る」という仲間の言葉は本当なんだと今は自信を持って言えま

す。自分の回復のプログラムにラウンドアップ実行委員という

経験を加えることができて本当に感謝しています。そしてこの

経験が湘南地区をもっと強く、たくましくしてくれると信じて

います。たくさんの仲間に感謝です。 

 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
北海道地域パブリックミーティング 

実行委員長 バク 

日程 ２０１１年１２月１１日 

場所 苫小牧市民活動センター 

テーマ 『地域社会でのＡＡ広げようＡＡの輪』 

 こんにちは。アルコール依存症のバクです。苫小牧グループ

です。先日、苫小牧にて開催された平成２３年度 AA 北海道地

域パブリックミーティングの実行委員長を務めさせていただ

きました。その経緯と感想を書かせていただきます。 
 まず、パブリックミーティングを引き受けることになった経

緯ですが、北海道地域では例年のごとくラウンドアップの中で

行われていたものが今年は単独で行われる事になり、そうなれ

ばどこかのグループが担当しなければならないという状況だ

ったように思います。実のところ、僕のグループは（僕だけか

もしれませんが）一応どこのグループも名乗りを上げないので

あれば仕方がないからやってもいいかなぐらいの気持ちで名

乗りをあげた、なんとも消極的というかそれとも傲慢といった

らいいのかうまく説明できないのですが、そのような気持ちが

入り混じった感じでいました。これで自分たちは一応名乗りを

上げた、あとはほかのグループが引き受けてくれれば一番いい

のに、と思っていました。 
 しかし、ことはそうはならずに苫小牧グループが担当するこ

とになり、あろうことか僕が実行委員長をする（ほかの主要メ

ンバーが忙しくてできない、あるいはソーバーが短いなどの理

由で適当なのが苫小牧グループには僕しか残っていなかった

というのが実状です）ことになったのです。 
 苫小牧で開催する以上は苫小牧から実行委員長が出ないの

は格好がつかないという見栄と、もし苫小牧から実行委員長が

出なかったらほかのグループの人に何を言われるだろうとい

う恐れから、実行委員会が行われた初日に自ら立候補をして承

認されたのです。 
 他にたいしたサービス経験もない自分がどういうわけか実

行委員長をやることになるとは…自分で立候補したとはいえ

なんだか腑に落ちない気持ちがありました。でも、どんな理由

があったにしても自分で引き受けたのです。誰に命令されたわ

けでもありません。そんなふうに自分に言い聞かせ、せっかく

の機会だからやってみよう、と思うことでなんとか納得して臨

むことができたのです。自分のことばかり考えて、実行委員会

のメンバーが協力してくれる（もちろん、実行委員会のメンバ

ーは、みんな一緒にやろう、協力するからといってくれたので

すが）とは思えませんでした。 
 でも、実際に実行委員会が始まり、パブリックミーティング

開催に向けて動き出すと、みんなが協力してくれて、一人で悩

む必要はない、みんなと一緒にやっていくんだと本当にほっと

したのを覚えています。 
 開催まで時間がたっぷりあったのも（５月に実行委員会が立

ち上がり開催が１２月だったのです）僕にとってはよかった。

仲間に恵まれ、準備期間が普通より長く取れたことは何事も投

げ出しがちだった僕に何か大きな力が配慮してくれたのでは

ないかと思えてなりません。パブリックミーティングがうまく

いかなかったら、医療関係者が一人も来なかったらどうしよう

と不安になっていた僕に、うまくいくかいかないかではなく、

まずやってみることが大事なんだ、不安の先取りはするなとい

ってくれた仲間には感謝の気持ちでいっぱいです。 
 実行委員会も思っていたよりも順調に進み、（多少の意見の



4 
食い違いもありましたが、当日参考資料の注文の数の間違いや、

実行委員会当日の議案の不備等、主に迷惑をかけたのは僕でし

た）開催日当日を迎えることができました。結果的には概ね成

功したといえるものになったと思います。医療関係者の方々か

らは、もっとＡＡの広報をしっかりしてほしいというような意

見を多くいただき、自分たちのグループのこれからの活動の指

針を得ることもできました。本当に貴重な体験をさせていただ

いたと、終わった今になってやっと思えるようになりました。

やったのではなく、やらせてもらったと。不思議な気持ちの変

化です。あれやこれやの状況、当日のイベントに参加、協力し

てくださったすべての皆様に感謝、感謝です。 
 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
第１７回 AA 日本全国評議会を終えて 

+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-:+:-+:- 
Ｂ類常任理事 財務担当 糟谷 

日程 ２０１２年２月１０日～２０１２年２月１２日 

場所 川崎グランドホテル 

テーマ 『私の責任』 

 ２０１２年２月１０、１１、１２日の３日間にわたり第１７

回ＡＡ日本全国評議会が川崎グランドホテルに於いて開かれ

ました。このホテルでの開催は会場閉館に伴い今年で最後とな

ります。各部屋の表札も取りはがされていて第９回から９年間

にわたり開催させて頂き多くのメンバーの口角飛沫が飛び交

う場所だっただけに、より一層寂しさを感じました。この川崎

グランドホテルの前の会場（ホテルＢ＆Ｇ)も閉館に伴っての会

場変更だったそうで、ＡＡ全国評議会の会場は閉館なんて都市

伝説が生まれなきゃいいけど、とくだらないことを考えたりし

ました。次回、第１８回からは幕張セミナーハウスに会場が移

り新たなＡＡの足跡が残されていくこととなるでしょう。 
 さて、今回全国から各地域の評議員１９名（一名欠員）、常

任理事Ａ類２名、Ｂ類５名（１名欠席）、ＷＳＭ評議員２名、

ＪＳＯ職員４名の構成で実施されました。１９名の評議員の内

５名は評議員代理での参加でした。議決権は２／３は評議員が

占めることが提案されていてＷＳＭ評議員２名とＪＳＯ職員

２名は議決権を持たない立場で参加となりました。日本の全国

評議会ではオブザーバー参加が認められているので全国から

多くのメンバーが集まりました。（のべ２７名）また、１０名

の事務局書記団、受付係２名の力強いご協力の下、開会！ 
 まずはＡ類の先生のご紹介（簡単なスピーチ）。新しい評議

員にとっては少し遠い存在かもしれないＡ類の常任理事、とっ

てもすてきで熱心なお二人を感じられたこと思います。 
 そして常任理事選挙！今回初めて選挙を評議会会場にて執

り行うことと成りました。とはいえ、実際に４人の立候補者の

メンバーすべてが会場に来ているわけではなく、ただそこで投

票用紙に記入するというなにか物足りなさを感じましたが、全

国選出常任理事１名・東日本圏選出常任理事１名が信任投票に

て信任を得、全体サービス常任理事１名枠のところを２名で選

挙致しました。２回の投票で３分の２を得られず、帽子による

くじびきにより選出されました。残念ながらＷＳＭ評議員は立

候補者なしでした。 
 
 
 
 
 

 これで、２０１２年４月から新体制の常任理事会が誕生しま

す。乞うご期待！ 
 その後２０１１年度事業報告と決算が承認されました。残念

ながら財政上収支報告ではマイナス約３,０００,０００-となり

ましたので、質疑応答では厳しい質問を妄想していたのですが、

実際には質問よりも厳しくも前向きなご意見を拝聴すること

となりうれしく感じていました。 
 ２日目。３つの分科会に分かれての議題の審議、１分科会８

名から１３名の構成で突っ込んだ審議を談論風発されていた

のだろうと思いますが、しすぎたところもあり、すべての議題

を審議する時間が無くなった分科会もありました。 
 午後からは各評議員による地域報告とディスカッションミ

ーティング。ここでも財政・広報・メッセージとこれからの展

望がディスカッションされました。 
 ２日目夜から分科会の審議を経て全体会議へとクライマッ

クス！の前に、評議会本会以外について少し。 
 食事はすべて前もってホテルに依頼したメニューをほとん

どの方が召し上がっていました。食事の時がいちばんのフェロ

ーシップタイムのような気がします。メニューがおいしいかど

うかは個人的判断によるものですが、自分は気に入っていまし

た。（でも値段が高い気がしますけど）泊まる部屋は設備的に

は十分と思います。エアコンが強烈に効きすぎて体温管理に苦

慮しているとの声もあったりしましたが、３日間皆様何事もな

く元気に過ごされている様子で、それが何よりだったなと思っ

ています。さて、最後の全体会議。 
 百家争鳴の熱い審議の結果は、事務局からの速報・報告書を、

それよりも各地域の評議員からの報告を楽しみにしていてく

ださい。 
 ひとつだけ大きな決議がされました。それは出版物をインタ

ーネット通販サイト「Ａｍａｚｏｎ」で頒布を執り行うことを

承認するものです。 
 昨年大きな災害にみまわれＡＡ全体サービスとして危機管

理の問題・財政上の問題・ＡＡの広報をどうしていこうか（内

側に向けての発信ではなく広く外部にＡＡをもっと知らしめ

たい）こういった観点からこの議案が動議として出され過去２

回否決を経た議案ですが、満場一致で勧告決議と成りました。

そして２０１２年度予算案も一括して勧告決議されました。 
 これが本年度どのようになっていくのか未知数の部分は多

くあろうかとは思います。いずれにせよ、変化をそしてよい結

果をもって来年の新しい会場での第１８回ＡＡ全国評議会で

報告できるよう願っています。 
 そして最後の最後に現常任理事の信任投票が行われました。

全員信任を受けほっと胸をなでおろしていたことでしょう。 
 第１７回ＡＡ全国評議会に携わってくださったグループ・地

区・地域のご支援、そして一年かけての準備してきた事務局の

皆様、神業のような手際でお手伝いくださいました書記の方々、

明るく出迎えてくださった受付の皆様、こころより感謝申し上

げるとともに今後益々のご支援ご協力のほどお願い申し上げ

ます。 
ありがとうございました。 
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